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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年2月19日(2009.2.19)

【公表番号】特表2008-525588(P2008-525588A)
【公表日】平成20年7月17日(2008.7.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-028
【出願番号】特願2007-548361(P2007-548361)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 297/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/82     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 214/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  53/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 297/00    　　　　
   Ａ６１Ｍ  29/02    　　　　
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ 214/18    ＺＢＰ　
   Ｃ０８Ｌ  27/12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  53/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月11日(2008.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　フッ化モノマーおよび炭化水素モノマーを含む生体適合性ポリマーであって、
　前記フッ化モノマーが、前記ポリマーの反復単位約２５．０１モル％～約９９．９９モ
ル％を形成し、
　前記炭化水素モノマーが、前記ポリマーの反復単位約７４．９９モル％～約０．０１モ
ル％を形成する、
生体適合性ポリマー。
【請求項２】
　　フッ化モノマーおよび炭化水素モノマーを含む生体適合性ポリマーであって、
　前記フッ化モノマーが、前記ポリマーの単位約５０．０１モル％～約９４．９９モル％
を形成し、
　前記炭化水素モノマーが、前記ポリマーの反復単位約４９．９９モル％～約５．０１モ
ル％を形成する、
生体適合性ポリマー。
【請求項３】
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　次式Ｉ
【化１】

（式中、ｍおよびｎは範囲１～１０００００の自然数であり、
前記フルオロモノマーはフッ化アルキレンモノマーであり、
前記炭化水素モノマーは炭化水素ビニルモノマーである）
の構造を有する、請求項１に記載の生体適合性ポリマー。
【請求項４】
　前記フルオロモノマーが、－ＣＦ２－ＣＦ２－、－ＣＨ２－ＣＦ２－、－ＣＨ２－ＣＨ
Ｆ－、－ＣＨＦ－ＣＨＦ－、－ＣＣｌＦ－ＣＦ２－、－ＣＦ２－Ｃ（ＣＦ３）Ｆ－、－Ｃ
ＨＦ－Ｃ（ＣＦ３）Ｆ－、－ＣＦ２－Ｃ（ＣＦ３）Ｈ－、－ＣＦ２－ＣＲＦ－、－ＣＨＦ
－ＣＲＦ－、－ＣＦ２－ＣＲＨ－、－ＣＨ２－ＣＲＦ－、および－ＣＦＨ－ＣＲＨ－、（
式中Ｒは、水素、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イオソ（ｉｏｓｏ）
プロピル、短鎖アルキル基、フェニル、置換フェニル、環状アルキル、複素環、ヘテロア
リール、短鎖フッ化アルキル基、フッ化フェニル、環状フッ化アルキル、フッ化複素環）
からなる群またはそれらの組合せから選択され、
　前記炭化水素モノマーが、ＣＨＲ＝ＣＨ２またはＣＲ２＝ＣＨ２、（式中Ｒが水素、メ
チル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、短鎖アルキル基、フェニル、置換フェニル
、環状アルキル、複素環、ヘテロアリール）またはそれらの組合せとなり得る、
請求項３に記載の生体適合性ポリマー。
【請求項５】
　前記炭化水素モノマーが、１つまたは複数のイソブチレン、スチレン、メチルスチレン
、アルキル置換スチレン、エチレン、プロピレン、およびブチレン類である、請求項３に
記載の生体適合性ポリマー。
【請求項６】
　次式ＩＩ～ＩＩＩ
【化２】

（式中、ｍおよびｎは範囲１～１０００００の自然数である）
のいずれかの構造を有する、請求項３に記載の生体適合性ポリマー。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の生体適合性ポリマーおよび少なくとも１種の他の
生体適合性ポリマーを含む、生体適合性ポリマーブレンド。
【請求項８】
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　前記他の生体適合性ポリマーが、ポリ（エステルアミド）、ポリエステル、ポリヒドロ
キシアルカノエート（ＰＨＡ）、ポリ（３－ヒドロキシアルカノエート）、ポリ（３－ヒ
ドロキシプロパノエート）、ポリ（３－ヒドロキシブチレート）、ポリ（３－ヒドロキシ
吉草酸）、ポリ（３－ヒドロキシヘキサノエート）、ポリ（３－ヒドロキシヘプタノエー
ト）、ポリ（３－ヒドロキシオクタノエート）、ポリ（４－ヒドロキシアルカノエート）
、ポリ（４－ヒドロキシブチレート）、ポリ（４－ヒドロキシ吉草酸）、ポリ（４－ヒド
ロキシヘキサノート）、ポリ（４－ヒドロキシヘプタノエート）、本明細書に記載の３－
ヒドロキシアルカノエート、４－ヒドロキシアルカノエートのモノマーまたはそれらのブ
レンドを含むポリ（４－ヒドロキシオクタノエート）コポリマー、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチ
ド）、ポリ（Ｌ－ラクチド）、ポリグリコリド、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコ
リド）、ポリ（Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）、ポリカプロラクトン、ポリ（ラクチ
ド－ｃｏ－カプロラクトン）、ポリ（グリコリド－ｃｏ－カプロラクトン）、ポリ（ジオ
キサノン）、ポリ（オルトエステル）、ポリ（酸無水物）、ポリ（チロシンカーボネート
）およびその誘導体、ポリ（チロシンエステル）およびその誘導体、ポリ（イミノカーボ
ネート）、ポリ（グリコール酸－ｃｏ－トリメチレンカーボネート）、ポリリン酸エステ
ル、ポリリン酸エステルウレタン、ポリ（アミノ酸）、ポリシアノアクリレート、ポリ（
トリメチレンカーボネート）、ポリ（イミノカーボネート）、ポリウレタン、ポリホスフ
ァゼン、シリコーン、ポリオレフィン、ポリイソブチレンおよびエチレン－αオレフィン
コポリマー、メタクリルポリマーおよびコポリマー、アクリルポリマーおよびコポリマー
、ポリ（メチルメタクリレート）、ポリ（エチルメタクリレート）、ポリ（イソプロピル
メタクリレート）、ポリ（ｎ－プロピルメタクリレート）、ポリ（ｎ－ブチルメタクリレ
ート）、ハロゲン化ビニルポリマーおよびコポリマー、ポリ塩化ビニル、ポリ（フッ化ビ
ニリデン）、ポリ（フッ化ビニリデン－ｃｏ－ヘキサフルオロプロピレン）、ポリビニル
エーテル、ポリビニルメチルエーテル、ポリハロゲン化ビニリデン、ポリ塩化ビニリデン
、ポリアクリロニトリル、ポリビニルケトン、ポリビニル芳香族、ポリスチレン、ポリビ
ニルエステル、ポリ酢酸ビニル、ビニルモノマーのコポリマー、エチレン－メチルメタク
リレートコポリマー、アクリロニトリル－スチレンコポリマー、ＡＢＳ樹脂、およびエチ
レン酢酸ビニルコポリマー、ポリアミド、ナイロン６６およびポリカプロラクタム、アル
キド樹脂、ポリカーボネート、ポリオキシメチレン、ポリイミド、ポリエーテル、ポリ（
グリセリルセバケート）、ポリ（プロピレンフマレート）、エポキシ樹脂、ポリウレタン
、レーヨン、レーヨン－トリアセテート、セルロースアセテート、セルロースブチレート
、セルロースアセテートブチレート、セロハン、硝酸セルロース、セルロースプロピオネ
ート、セルロースエーテル、カルボキシメチルセルロース、ポリエーテル、ポリ（エチレ
ングリコール）（ＰＥＧ）、コポリ（エーテルエステル）、コポリ（エチレンオキシド－
ｃｏ－乳酸）（ＰＥＯ／ＰＬＡ）、ポリアルキレンオキシド、ポリ（エチレンオキシド）
、ポリ（プロピレンオキシド）、ポリアルキレンオキサレート、ホスホリルコリン、コリ
ン、ポリ（アスピリン）、ヒドロキシルを含有するモノマーのポリマーおよびコポリマー
、ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）のポリマーおよびコポリマー、ヒドロキ
シプロピルメタクリレート（ＨＰＭＡ）のポリマーおよびコポリマー、ヒドロキシプロピ
ルメタクリルアミドのポリマーおよびコポリマー、ＰＥＧアクリレート（ＰＥＧＡ）のポ
リマーおよびコポリマー、ＰＥＧメタクリレートのポリマーおよびコポリマー、２－メタ
クリロイルオキシエチルホスホリルコリン（ＭＰＣ）のポリマーおよびコポリマー、ｎ－
ビニルピロリドン（ＶＰ）のポリマーおよびコポリマー、カルボン酸を含有するモノマー
のポリマーおよびコポリマー、メタクリル酸（ＭＡ）のポリマーおよびコポリマー、アク
リル酸（ＡＡ）のポリマーおよびコポリマー、アルコキシメタクリレートのポリマーおよ
びコポリマー、アルコキシアクリレートのポリマーおよびコポリマー、３－トリメチルシ
リルプロピルメタクリレート（ＴＭＳＰＭＡ）のポリマーおよびコポリマー、ポリ（スチ
レン－イソプレン－スチレン）－ＰＥＧ（ＳＩＳ－ＰＥＧ）、ポリスチレン－ＰＥＧ、ポ
リイソブチレン－ＰＥＧ、ポリカプロラクトン－ＰＥＧ（ＰＣＬ－ＰＥＧ）、ＰＬＡ－Ｐ
ＥＧ、ポリ（メチルメタクリレート）－ＰＥＧ（ＰＭＭＡ－ＰＥＧ）、ポリジメチルシロ
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キサン－ｃｏ－ＰＥＧ（ＰＤＭＳ－ＰＥＧ）、ポリ（フッ化ビニリデン）－ＰＥＧ（ＰＶ
ＤＦ－ＰＥＧ）、ＰＬＵＲＯＮＩＣ（商標）界面活性剤（ポリプロピレンオキシド－ｃｏ
－ポリエチレングリコール）、ポリ（テトラメチレングリコール）、ヒドロキシ官能性ポ
リ（ビニルピロリドン）、バイオ分子、コラーゲン、キトサン、アルギネート、フィブリ
ン、フィブリノゲン、セルロース、スターチ、コラーゲン、デキストラン、デキストリン
、ヒアルロン酸の断片および誘導体、ヘパリン、ヘパリンの断片および誘導体、グリコサ
ミノグリカン（ＧＡＧ）、ＧＡＧ誘導体、多糖類、エラスチン、キトサン、アルギネート
、ならびにそれらの組合せからなる群から選択される、請求項７に記載のポリマーブレン
ド。
【請求項９】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の生体適合性ポリマーを含む生体適合性コーティン
グをその上に有する埋込型装具。
【請求項１０】
　請求項７又は８に記載の生体適合性ポリマーブレンドを含む生体適合性コーティングを
その上に有する埋込型装具。
【請求項１１】
　薬物送達ステントであって、前記コーティングがさらに生理活性剤を含む、請求項９に
記載の埋込型装具。
【請求項１２】
　前記生理活性剤が、パクリタキセル、ドセタキセル、エストラジオール、一酸化窒素供
与体、スーパーオキシドジスムターゼ、スーパーオキシドジスムターゼ模倣剤、４－アミ
ノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－オキシル（４－アミノ－ＴＥＭＰＯ
）、タクロリムス、デキサメタゾン、ラパマイシン、ラパマイシン誘導体、４０－Ｏ－（
２－ヒドロキシ）エチル－ラパマイシン（エベロリムス）、４０－Ｏ－（３－ヒドロキシ
）プロピル－ラパマイシン、４０－Ｏ－［２－（２－ヒドロキシ）エトキシ］エチル－ラ
パマイシン、および４０－Ｏ－テトラゾール－ラパマイシン、ＡＢＴ－５７８、クロベタ
ゾール、それらのプロドラッグ、それらの補助薬、ならびにそれらの組合せからなる群か
ら選択される、請求項１１に記載の薬物送達ステント。
【請求項１３】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のポリマーを含む材料から形成されるステント。
【請求項１４】
　請求項７又は８に記載のポリマーブレンドを含む材料から形成されるステント。
【請求項１５】
　さらに生理活性剤を含む、請求項１３又は１４に記載のステント。
【請求項１６】
　前記生理活性剤が、パクリタキセル、ドセタキセル、エストラジオール、一酸化窒素供
与体、スーパーオキシドジスムターゼ、スーパーオキシドジスムターゼ模倣剤、４－アミ
ノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－オキシル（４－アミノ－ＴＥＭＰＯ
）、タクロリムス、デキサメタゾン、ラパマイシン、ラパマイシン誘導体、４０－Ｏ－（
２－ヒドロキシ）エチル－ラパマイシン（エベロリムス）、４０－Ｏ－（３－ヒドロキシ
）プロピル－ラパマイシン、４０－Ｏ－［２－（２－ヒドロキシ）エトキシ］エチル－ラ
パマイシン、および４０－Ｏ－テトラゾール－ラパマイシン、ＡＢＴ－５７８、クロベタ
ゾール、それらのプロドラッグ、それらの補助薬、ならびにそれらの組合せからなる群か
ら選択される、請求項１５に記載のステント。
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